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いずみ幼稚園(園児数67人)では、このほど冨タド保育のーっとしてさつま

いも掘りが行われました。畑を提供してくれたのは、中字後の鈴木新六さん

で、園児たちは畑に着くと早速、持参のシャベルで掘り方開始。大きく育っ

たさつまいもを掘りおこすたびにあちこちから歓声があがっていました。

また、休けいの時間には、鈴木さんから配られたふかしたてのさつまいも

を口いっぱいにほおばって味覚の秋を味わっていました。

掘りおこしたさつまいもは、菌見一人ひとりにおみやげとして手渡され、

土とのふれあいを体験し楽しい一日を過ごしました。
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村
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会
で
は
、
村
内
の
小
・
中
学
生
を
対
象

に
し
た

J
木
飯
学
校
給
食
意
向
調
査
し
を
実
施
し
、
こ
の
ほ
ど
、

調
査
結
果
が
ま
と
ま
リ
ま
し
た
。

食
生
活
の
多
様
化
、
が
進
む
中
で
、
園
内
的
に
も
米
の
消
費
量
は

年
々
減
少
の
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
米
を
中
心
と
し
た
日

本
人
の
食
生
活
は
↓
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
点
か
ら
理
想
的
な
も
の

と
し
て
諸
外
国
か
ら
見
直
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

村
で
は
現
在
、
週
二
回
の
米
飯
給
食
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
の
調
査
で
は
、
パ
ン
よ
り
ご
飯
が
大
好
き
、
そ
れ
も
高
学
年

に
な
る
に
つ
れ
て
ご
飯
党
が
断
然
多
く
な
っ
て
く
る
と
い
う
調
査

結
果
、
が
で
ま
し
た
。
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給食は子供たちにとって楽しみの1つ(玉一小で)

」
飯
を

校

九
割

食

-
V
朝

ご

飯

を

食
べ
て
い
ま
す
か

小
学
生
(
七
六

O
人
)

食
べ
て
い
る
:
:
:
七
二
七
人

(
九
五
・
六
%
)

食
べ
て
い
な
い
:
・
九
人
(
一
・
二
%
)

食
べ
な
い
日
が
多
い
:
:
:
二
三
人

(三

・
O
%
)

不
明
:
・
:
:
:
一
人

中
学
生
(
三
一
一
二
人
)

食
べ
て
い
る
:
:
:
一
一
二
二
人

(
九
四
・
一
二
%
)

食
べ
て
い
な
い
・
:
五
人
(
一
・
五
%
)

食
べ
な
い
日
が
多
い
:
:
:
一
四
人

(
四
・
二
%
)

ほ
と
ん
ど
の
児
童
、
生
徒
は
朝
ご

飯
を
食
べ
て
登
校
し
て
い
る
と
い
う

良
い
結
果
が
出
て
い
ま
す

D

そ
の
反

面
、
食
べ
な
か
っ
た
り
、
食
べ
な
い

日
が
多
い
と
答
え
た
子
供
の
数
は
全

体
の
約
五
%
に
あ
た
る
五
十
一
人
も

い
ま
す
。

朝
ご
飯
は
一
日
の
工
、
ネ
ル
ギ
i
源

と
な
る
も
の
で
す
。
発
育
盛
り
の
児

童
、
生
徒
の
栄
養
面
か
ら
も
正
し
い

食
生
活
の
習
慣
づ
け
が
大
切
で
す
。

朝
食

-
V
朝
食
は
ご
飯
で
す
か
、

パ

ン

で

す

か

小
学
生

ご
飯
:
:
:
六
八
五
人
(
九

0
・
一
%
)

パ
ン
:
:
:
四
八
人
(
六
・
三
%
)

そ
の
他
:
:
:
二
七
人
(
三
・
六
%
)

中
学
生

ご
飯
:
:
:
一
二
二
三
人
(
九
七
・
六
%
)

バ
ン
j
i
-
-
-
二
人

(
0
・
六
%
)

そ
の
他
j
i
-
-
-
六
人
(
一
・
八
%
)

圧
倒
的
に
ご
飯
が
多
く
、
全
体
の

九
二
・
四
%
を
占
め
て
い
ま
す
。
ほ

と
ん
ど
の
家
庭
が
米
中
心
の
食
生
活

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

食
生
活
の
散
米
化
が
進
む
中
で
、

日
本
型
食
生
活
は
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
理
想
的
な
も
の
と
し
て
見
直
さ
れ

で
き
て
い
ま
す
。
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」
飯
よ
り
パ
シ
¥

L
な
る

パ
ン
よ

令
給
食
で
は

ご
飯
と
パ
ン
で
は

ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か

小
学
生

ご
飯
:
:
:
一
二
八
六
人
(
五

0
・
八
%
)

パ
ン
:
:
:
三
四
三
人
(
四
五
・
一
%
)

両
方
・
:
:
:
:
一
一
二
人
(
四
・
一
%
)

中
学
生

ご
飯
:
:
:
二
五
九
人
(
七
八
・
三
%
)

パ
ン
:
:
:
六
七
人
(
二

0
・
一
一
%
)

両
方
:
:
:
五
人
(
一
・
五
M
m
)

小
学
生
で
は
、
ご
飯
と
パ
ン
を
好

む
人
が
ほ
ぼ
同
数
の
割
合
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
中
学
生
に
な
る
と
ご
飯

は
パ
ン
の
三
倍
強
と
高
い
比
率
に
な

っ
て
き
ま
す
む
高
学
年
に
な
る
に
つ

れ
て
ご
飯
が
~
貯
ま
れ
る
傾
向
に
あ
る

の
は
、
ご
飯
は
発
育
盛
り
の
活
動
的

な
年
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
最

適
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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L¥ 
や
ご
飯
と
パ
ン
の
回
数
は

ど
ち
ら
が
多
い
方
が

よ

い

で

す

か

①
ご
飯
給
食
が
多
い
方
が
よ
い

六
一
六
人
(
五
六
・
五
%
)

(
ご
飯
給
食
は
現
在
、
週
二
回
で
す

が
何
回
ぐ
ら
い
が
よ
い
で
す
か
)

小
学
生

週
三
回
:
・
一
六
O
人
士
二
・
一
%
)

週
四
国
:
:
:
三
九
人
(
五
・
一
%
)

毎
日
:
・
・
:
一
六
八
人
(
二
一
了
一
%
)

中
学
生

週
三
回
:
・
一
二
二
人
(
三
六
・
九
%
)

週
四
回
:
:
:
三
八
人
(
十
一
・
五
%
)

毎
日
:
:
:
八
九
人
士
一
六
・
九
%
)

②
パ
ン
給
食
が
多
い
方
が
よ
い

三
四
五
人
(
三
一
・
六
%
)

小
学
生

週
四
回
:
:
:
九
六
人
(
十
一
一
・
六
%
)

毎
日
:
:
:
ニ
O
五
人
(
二
七
・
四
%
)

中
学
生

週
四
国
:
:
:
十
七
人
(
五
・

毎
日
:
:
:
:
・
二
七
人
(
八
・

③
今
の
ま
ま
で
よ
い

一
一
一
一
O
人
(
十
一
・
九
%
)

小
学
生
:
:
:
九
二
人
(
十
一
了
一
%
)

中
学
生
:
:
:
三
八
人
(
十
一
・
五
%
)

ご
飯
給
食
が
多
い
方
が
よ
い
は
六

一
六
人
(
五
六
・
五
%
)
、
パ
ン
給
食

は
三
四
五
人
(
三
一
・
六
%
)
、
今
の

ま
ま
は
一
三
O
人
(
十
一
・
九
%
)

に
な
っ
て
お
り
、
約
六
O
%
の
克
童

生
徒
は
、
米
飯
給
食
の
間
数
を
増
や

し
て
ほ
し
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。

特
に
中
学
生
は
「
給
食
で
は
ご
飯

と
パ
ン
の
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
」

の
結
果
に
比
例
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
て
、
発
育
盛
り
の
年
代
ほ
ど
米
飯

給
食
の
回
数
を
多
く
望
ん
で
い
ま
す
c

% 

好
き
、

令
家
庭
で
の
ご
は
ん

料
理
で
好
き
な
も
の
を

あ
げ
て
く
だ
さ
い

お給仕の方も慣れました

③②①小
チ混カ学(
ヤ ぜレ生

ハ飯ラ
ン:ィ

{、ス

，.--........ . -- .五:
二;三二九;
七二七八

一-一九
八一 O 人%
%人% ~人

一〉

④
寿
し
・
:
二
O
三
人
(
二
六
・
七
%
)

⑤
お
に
ぎ
り
:
・
六
一
人
(
八
・
O
%
)

中
学
生

①
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
:
:
:
一
六
二
人

(
四
八
・
九
%
)

②
チ
ャ
ー
ハ
ン
j
i
-
-
一
六
O
人

(
四
八
・
三
%
)

③
混
ぜ
ご
飯
:
:
:
:
・
一
五
九
人

(
四
八
・
O
%
)

④
ゆ
か
り
ご
飯
:
:
:
七
一
人

士
二
・
五
%
)

⑤
寿
し
:
:
:
四
八
人
(
一
一
一
了
九
M
m
)

小
学
生
は
お
に
ぎ
り
、
中
学
生
は

ゆ
か
り
ご
飯
を
除
い
た
外
は
、
ま
っ

た
く
同
じ

D

家
庭
で
一
番
多
く
料
理

さ
れ
、
人
気
も
ト
ッ
プ
の
鹿
を
占
め

て
い
る
の
が
カ
レ

i
で
す
。
ま
た
、

子
供
た
ち
は
味
つ
け
ご
飯
が
大
好
き

な
よ
う
で
す
。
米
料
理
の
工
夫
に
よ

っ
て
、
の
重
要
な
時
期
に
あ
る

% 

子
供
た
ち
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

生
活
の
確
立
が
必
要
で
す
。

米

に

含

ま

私
た
ち
が
日
常
食
べ
て
い

米
は
、
米
か
ら
ぬ
か
の
部
分
を
取
り

捻
い
た
怪
乳
の
部
分
で
す
。
こ
の
底

乳
部
の
主
な
成
分
は
で
ん
ぷ
ん
と
た

ん
ぱ
く
質
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
で
ん

ぷ
ん
が
約
七
O
%
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

れ

る

栄

養

素

な

る

ば

か

り

で

な

く

、

ん

ぱ
く
源
で
も
あ
る
の
で
す
。
卵
の
た

ん
ぱ
く
質
を
間
と
し
た
場
合
の
た
ん

ぱ
く
価
は
花
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
無
機
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、

脂
質
が
含
ま
れ
、
私
た
ち
の
大
切
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
に
結
び
つ
く
の
で
す
。

今日もおいしい料理を(酉部共同調理場)
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五
穀
豊
じ
よ
う
を
祝
う
秋
祭
り
が
、
今
年
は
従

来
の
十
月
三
巴
か
ら
「
体
育
の
臼
」
の
十
月
十
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
高
の
大
雷
神
社
で
は
伝
統

の
「
平
鍬
踊
り
」
が
今
年
か
ら
小
学
生
の
手
で
奉

納
さ
れ
、
境
内
に
は
祭
日
と
あ
っ
て
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
北
須
釜
の
須
釜
神
社
で
は
恒
例
の
巷
納

相
撲
大
会
が
関
か
れ
、
境
内
に
設
け
ら
れ
た
特
設

土
俵
で
小
中
学
生
や
膏
年
団
ら
が
元
気
い
っ
ぱ
い

の
取
り
組
み
を
見
せ
、
見
物
人
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
各
地
区
で
子
供
み
こ
し
が
く
り
出

し
、
ワ

ッ
シ
ョ
イ
、
ワ
ッ
シ
ョ
イ
の
か
け
声
と
と
も

に
村
内
を
練
り
歩
き
、
祭
り
気
分
を
一
層
も
り
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
月
は
、
祭
り
の
様
子
を

力
メ
ラ
で
追
っ
て
み
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
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仲良し 4人組

岩谷繁さん寄贈のみこしをかついでワッショイワッショイ
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秋のスポ

ーツ祭典と村民体

育祭主が10月 5目、村民グラ

ウンドでにきややかに行われました。

午前 8時30分の打ち上げ花火を合図に、

須釜小克輩による鼓笛隊パレードが先頭を飾

り、国旗・村旗に続いて各地誌ごとに堂々の入

場行進。また、曲山浩範さん(諒生)が、昔年団を代表し

て聖火台に点火し、審判長のあいさつの後、競技が開始され

ました。

審判の振るサイコロによってゴールが変わる小・中学生による「マ

イギャンブラー」や、得意のゲートボールを取り入れたお年寄りのゲート

ボールレース、村 1番の力持ち職場を決める職場対抗綱引きなど次々と競

技が繰り広げられ、多くの村民が、秋の一日を楽しく過ごしました。

なお、今年の行政径三ごとの対抗は、優勝に四辻新自が輝き、準優勝に

竜崎、 3位は北須釜の順となりました。
この気温、圧倒されそうです

村 1番の力持ちは、消防毘チームに決まりました

上
位
入
賞
の
チ
ピ
ッ
子
ラ
ン
ナ
ー
た
ち

史子ミイモIJレ~

-~いつゃん、お{まあちゃんも名スフ，01)ン会~2人仲良く「お前と 2人J
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ト成人一戸-おめ一?でとしろいどれ一一一一二一一一一一一一

ょ
来
憲
一
一
斤

+
E
E一位一一成一
l
k
一式一

成
人
し
た
若
者
た
ち
の
晴
れ
の
門

出
を
祝
う
成
人
式
が
、
来
春
一
月
十

五
日
に
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
す
。

今
回
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ

ん
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
四
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
方
た
ち
で
す
。

村
内
に
住
所
が
あ
る
方
と
、
こ
れ

ま
で
に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
方
を
合

わ
せ
該
当
者
は
六
十
九
人
に
な
っ
て

い
ま
す
。

住
所
が
あ
る
の
に
名
前
が
載
っ
て

い
な
か
っ
た
り
、
ふ
る
さ
と
で
成
人

式
を
迎
え
た
い
方
は
、
十
二
月
二
十

日
ま
で
に
村
公
民
館
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

成

方

(
調
査
日
昭
和
日
年
間
月

U
B
)

{
川
辺
}
石
井
美
紀
・
大
竹
幸
子
・

小
林
政
美
・
小
針
智
子
・
目
黒
勝
広
・

須
藤
久
美
子
・
添
田
恵
利
子
・
坂
本

清
美
・
吉
田
ト
ヨ
子

{
蒜
生
}
有
我
和
浩
・
曲
山
寛
虞
・

曲
山
勇
夫
・
真
弓
誠
・
溝
井
勝
彦

ら
{
小
高
}
遠
藤
昇
一
・
大
竹
弘
美
・

か
荻
田
富
士
夫
・
車
田
守
義
・
車
田
美

人
奈
子
・
車
田
剛
・
溝
井
律
子
・

一
叫
谷
地
貴
代
子
・
矢
吹
和
子

牌
{
中
}
小
針
富
美
枝
・
小
針
幸
子
・

駒
木
根
渉
・
鈴
木
里
子
・
林
喜
雄
・

渡
辺
常
雄

{
岩
法
寺
}
石
森
公
子
・
大
竹
洋
子
・

倉
鎌
康
夫
・
佐
久
間
福
男
・
塩
沢
恭

広
・
須
釜
典
子
・
瓶
子
む
つ
子

・

村
越
武
・
吉
田
春
美
・
吉
田
雅
彦
・

{
竜
崎
}
小
林
友
晴
・
小
林
竜
也
・

小
林
正
晴
・
小
林
伸

一
・
佐
藤
悦
夫
・

鈴
木
広
和

{
南
須
釜
一
阿
部
公
平
・
石
森
春
代
・

大
木
哲
夫
・
大
木
彦
了
小
貫
友
弘
・

大
野
美
津
子
・
国
井
正
喜
・
小
原
利

枝
子
・
小
原
智
子
・
近
内
文
江
・
相

楽
清
・
塩
沢
勇
雄
・
杉
山
隆
幸
・

松

田

勇

{
北
須
釜
一
草
野
正
則
・
小
針
義
美
・

榊
枝
春
夫
・
鈴
木
宏
・
矢
吹
清
信

{
吉
}
有
我
久
雄
・
須
釜
康
信
・
大

和
田
利
光

{
四
辻
}
石
井
浩
和
・
渡
辺
洋
子

*
 

こ
の
ほ
ど
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
と
し
て
制
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
一

O
O
万
円
の
助

成
を
受
け
、
や
ま
ざ
く
ら
・
い
ろ
は

も
み
じ
・
う
め
・
や
ま
つ
つ
じ
計
五

十
二
本
が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
緑
化

運
動
の
一
環
と
し
て
発
売
さ
れ
た
宝

く
じ
の
収
益
金
を
希
望
す
る
団
体
に

助
成
し
、
緑
化
の
推
進
を
図
っ
て
い

*
 

県

統

計

大

会

玉
一
小
に
文
部
大
臣
表
彰

須
釜
さ
ん
に
県
統
計
協
会
長
賞

第
三
十
六
回
の
県
統
計
大
会
が
十

月
二
十
一
日
、
相
馬
市
民
会
館
で
開

催
さ
れ
、
本
村
か
ら
須
釜
信
好
さ
ん

*
 

須釜信好さん(吉)

(
吉
字
杉
内
)
に
県
統
計
協
会
長
賞

(
会
長
・
松
平
勇
雄
)
表
彰
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
須
釜
さ
ん
は
、
統
計
調

査
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
各
種
統

計
に
協
力
し
、
統
計
発
展
の
た
め
貢

献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
ま
た
、
こ
の
大
会
の
席
上
、
玉
川

第
一
小
学
校
に
学
校
保
健
統
計
調
査

が
正
確
で
、
か
つ
優
秀
で
あ
る
と
し

て
文
部
大
臣
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
む

*
 ま

す
。村

で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
利
用
さ
れ
て
い
る
村
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
緑
が
少
か
っ
た
た
め

に
、
今
回
助
成
を
受
け
て
植
樹
し
た

も
の
で
す
。

主
に
西
側
の
土
手
に
植
え
ら
れ
た

二
十
五
本
の
や
ま
ざ
く
ら
は
、
い
ず

れ
も
樹
高
四
メ
ー
ト
ル
以
上
な
の
で
、

来
年
に
は
木
陰
が
で
き
、
ス
ポ
ー
ツ

の
合
い
聞
に
は
休
憩
の
場
と
な
る
も

の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
散
歩
が
て
ら
出
か
け
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
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さ
れ

は

の
追

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
に

は
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
著
し

く
困
難
な
場
合
は
、
手
続
き
に
よ
り

保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す。
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
は
、

将
来
支
給
さ
れ
る
老
齢
基
礎
年
金
額

の
計
算
を
す
る
う
え
で
は
、
保
険
料

を
納
め
た
場
合
に
比
べ
三
分
の
一
と

村
山
茸か舞

な
旬
、
低
額
の
年
金
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
過
去
に
免
除
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
は
、
保
険
料
を
納
め

た
方
と
向
程
度
の
年
金
を
受
け
取
る

よ
う
に
す
る
た
め
、
免
除
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
れ
が
「
追
納
制
度
」
で

す
。

庭木に
きのこのシーズンも終りましたが、先ごろ中字向の

駒木根等さん方て、庭の梅の木の根元から舞葺が出て

いるのが見つかり 、話題になっています。

見つかった舞茸は、縦、横20センチの株。雑木林に

出ているのが普通だそうで、きのこ取りの名人でさえ

も見つけるのがむずかしく、まったけやしめじと匹敵

するくらい珍重されているだけに、庭先て発見した時

にはびっくりしたとか。

駒木根さん宅ては、来年に期待をかけて試食はおあ

ずけとのことです。

追
納
は
過
去
十
年
間
の
範
囲
で
、

さ
か
の
ぼ
っ
て
そ
の
当
時
の
保
険
料

額
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
老

後
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

の
が
年
金

で
す
。
低
額
の
年
金
で
は
将
来
不
安

と
な
り
ま
す
の
で
、
よ
り
多
額
の
年

金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
ぜ
ひ
保
険
料

の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

時
効
に
な
っ
て
い
な
い
保
険
料
追

納
は
分
割
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係

に
ご
相
談
く
、
だ
さ
い
。

過去の国民年金保険料

26，400 

32， 760 

2. 200 

2， 730 

富

39.600 

45. 240 

54.000 

3， 770 

4. 500 

天神様にお参りする子供たち

伝統を守る

子供たちが天神講
62， 640 

69. 960 

74.640 

80.880 

5，220 

5，830 

6，740 

6. 220 

こ
の
マ
!
ク

県
で
は
、
豆
腐
、

納
豆
な
ど
の
地
域

食
品
に
つ
い
て
認
証
制
度
を
設
け
て

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
製
造
施
設

や
品
質
、
表
示
等
の
基
準
を
定
め
、

厳
し
い
検
査
に
合
格
し
た
も
の
に
認

証
マ

i
ク
を
付
け
て
い
ま
す
。

現
在
、
一
豆
腐
・
油
揚
げ
・
納
豆
・

こ
ん
に
ゃ
く
・
か
ま
ぼ
こ
類
が
認
証

対
象
品
目
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
認
証
マ

i
ク
の
付
い
た
地

域
食
品
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

古くから伝わる風習がだんだんと影をひそめてゆく

中て、普からのしきたりを重んじ、100年以上も昔さな

がらの伝統行事が続けられている地区があります。

ここ、山小屋地区ては、毎年秋に子供たちによる「天

神講J が関かれます。学問の神援である菅原道真公を

祭って行われるもので、今年は10月26日に実施されま

したs

宿番は石森正人さん宅て、地区内の男の子24入が集

まり、先ず天神様を掃除。次{こ、お供えのと赤飯ミを

ふかし、「奉納天満宮」と書いた半紙をしの竹に結ひ、

それを持って天神様をお参りし、学問成就を願うもの

です。その後は、宿て陣取りなど昔の遊びをしながら

楽しく!日を過ごします。

「お米集め」から「お参り」「遊び」とすべて子供たち

がさい配をふるうユニークなものとなっていますρ
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拍
手
と
握
手
の
中
で
終
了

第
十
回
青
年
教
室
は
、
村
助
役
の

円
谷
信
男
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
山
村

を
知
る
H

と
題
し
て
、
行
政
全
般
の

仕
事
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま

し
た
。
ふ
る
さ
と
の
そ
し
て
毎
日
の

生
活
に
直
接
結
び
つ
い
た
話
の
数
々

は
意
義
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
館
長
よ
り
出
席
者
ひ
と

り
ひ
と
り
に
、
認
証
が
授
与
さ
れ
、

笑
顔
と
拍
手
そ
し
て
握
手
に
囲
ま
れ
、

A
7
年
度
の
教
室
が
完
了
し
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
集
団
、
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ

が
日
本
シ
リ
ー
ズ
優
勝
を
決
め
た
同

じ
日
に
、
玉
川
の
ヤ
ン
グ
集
団
も
ま

苧
心
、
感
激
を
新
た
に
し
た
の
で
す
。

年

明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く
り

一
ゃ
ん
を
目
指
す
青
年
教
室
は
、
主
体
的
な

れ
態
度
や
行
動
を
通
し
て
、
自
己
の
役

議
割
と
責
任
を
自
覚
す
る
社
会
的
経
験

不
を
体
得
す
る
こ
と
を
ね
ら
っ
て
お
り

一い

ま
す
。
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
こ

楽
と
に
大
き
な
よ
ろ
こ
び
を
感
じ
ま
し

た。

~'" 
-..~ 

ら
学
ん
か

と

塩沢和江さん
(南須釜)

青
年
教
室
に
参
加
す
る
の
は
今
年

で
二
年
目
で
す
。
去
年
同
参
加
し
た

の
が
最
初
の
三
回
だ
け
で
、
そ
の
後

は
青
年
教
室
に
足
を
運
ば
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
後
で
後
悔
し
ま
し
た
。

ど
う
し
て
自
分
で
や
り
た
い
と
思
っ

た
事
を
最
後
ま
で
や
り
と
わ
せ
な
い

h
F
 

喝帆，

の
だ
ろ
う
か
と
。
そ
こ
で
今
年
の
目

標
を
、
青
年
教
室
に
最
後
ま
で
参
加

す
る
事
に
わ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ

の
ほ
ど
『
青
年
教
室
認
証
状
』
を
、

共
に
受
講
し
た
仲
間
の
拍
手
の
中
で

い
た
だ
き
、
「
つ
い
に
や
っ
た
あ
グ
』

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ふ
り
返
っ
て
特
に
印
象
に
残
っ
て

い
る
事
は
、
須
釜
中
学
校
校
長
の
添

田
昌
稔
先
生
の
講
義
を
受
け
た
時
の

こ
と
で
す
。
添
田
先
生
が
自
分
の
ハ

ン
カ
チ
一
枚
を
取
り
出
し
、
「
こ
の
ハ

ン
カ
チ
の
使
い
道
を
紙
に
書
き
な
さ

い
。
」
と
言
わ
れ
、
私
は
色
々
考
え
紙

に
五
つ
ぐ
ら
い
書
い
た
の
で
す
が
、

区
で
壮
年
体
力
一

県
が
県
内
各
地
で
進
め
る
体
力
テ

ス
ト
を
十
九
日
、
川
辺
地
区
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
川
辺
小
の
体
育
館
で

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
才
か
ら
五
十
九
才
ま
で
の
壮

年
層
の
体
力
を
調
べ
る
た
め
行
う
も

の
で
、
男
三
十
四
人
、
女
五
十
五
人
が

対
象
と
な
り
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。午

前
九
時
、
運
動
着
姿
の
参
加
者

は
体
育
指
導
員
の
指
示
に
よ
り
、
反

復
横
と
び
、
垂
直
と
び
、
握
力
、
ジ
グ

ザ
グ
ド
リ
ブ
ル
、
そ
れ
に
千
五
百
メ

ー
ト
ル
(
女
千
メ
ー
ト
ル
)
の
急
歩
と

六
種
目
の
テ
ス
ト
に
臨
み
ま
し
た
。

村
保
健
婦
の
永
林
さ
ん
か
ら
事
後

の
診
断
を
い
た
だ
き
、
ガ
ッ
ク
リ
し

た
自
称
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
の
姿
も
み
ら

れ
ま
し
た
が
、
総
じ
て
ウ
ー
マ
ン
パ

ワ
ー
が
目
立
ち
、
喜
々
と
し
て
テ
ス

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

‘，，
r
 

A

司巧

そ
れ
ぞ
れ
書
い
た
こ
と
を
発
表
し
た

結
果
、
五
つ
ど
こ
ろ
で
は
な
く
た
く

さ
ん
の
意
見
が
出
さ
れ
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、
一
人
の
考
え
と
い
う
の
は

限
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
、
何
人
も
の

人
が
集
ま
れ
ば
、
も

っ
と
違
っ
た
考

え
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、
自
分
の
知

ら
な
か
っ
た
事
が
わ
か
る
よ
う
に
な

り
、
今
ま
で
よ
り
も
視
野
が
広
が
る

と
い
う
事
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
す
。

私
は
興
味
深
く
こ
の
話
を
聞
き
ま
し

た。
青
年
教
室
に
参
加
し
て
良
か
っ
た
、

悪
か
っ
た
と
い
う
判
断
は
、
ま
ず
は

参
加
し
て
み
な
い
事
に
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
で
す
。
若
い
う
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
事
に
挑
戦
し
心
を
豊
か
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

‘~ 巧g電

28 23 19 15 
11 日 日日 日

( 

月金 日 水 土

第ン会第第 「優俳講富市演講JZLヨミ の
5 タl(勤 1回5 7 人生 イJプ-

婦回 ) 育労者体 年剣道少 齢室者教回高 j立 長 互7‘ 主
人 き門 予F厄h 室教 笑勇

し瓦

セ大 」
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経
営
移
譲
年
金

農
業
者
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期

間
等
が
二

O
年
以
上
で
あ
る
人
が
、
六

五
歳
ま
で
に
自
分
名
儀
の
農
地
等
を

後
継
者
か
第
三
者
に
譲
る
か
、
貸
し

付
け
て
、
農
業
経
営
を
廃
止
し
た
場

合
に
も
ら
え
る
年
金
で
す
。

経
営
移
譲
年
金
は
六

O
歳
ま
で
に

経
営
移
譲
し
た
と
き
は
六

O
歳
か
ら
、

六

O
歳
か
ら
六
五
歳
ま
で
に
経
営
移

家
公

議
し
た
と
き
は
、
そ
の
時
か
ら
支
給

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
六
五
歳
以
降
の

年
金
額
は
六

O
歳
か
ら
六
四
歳
ま
で

の
額
の
十
分
の
一
の
額
に
な
り
ま
す

0

・
六

0
1
六
四
歳
の
給
付

(
年
金
単
価
×
保
険
料
納
付
済
期
間

の
月
数
)
×
物
価
ス
ラ
イ
ド

-
六
五
歳
以
降
の
給
付

(
年
金
単
価
〔
六

0
1
六
四
歳
の
額

の
1

訪
〕
×
保
険
料
納
付
済
期
間
の

月
数
)
×
物
価
ス
ラ
イ
ド

(
注
)
上
記
の
年
金
単
価
に
つ
い
て
は
、

経
営
移
譲
者
の
生
年
月
日
に
よ
っ
て

単
価
が
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業

者
年
金
加
入
者
等
(
特
定
譲
受
者
)

に
経
営
移
譲
し
た
者
等
に
は
持
別
の

加
算
措
置
が
あ
り
ま
す
。⑥ 

ス
ポ
ー
ツ
を

す

る

こ

と

父
親
は
体
を
使
っ
た
遊
び
ゃ
ス
ポ

ー
ツ
を
子
供
と
一
緒
に
や
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す

D

男
の
子
も
女
の
子
も
幼
稚
園
か
ら

小
学
校
に
か
け
て
は
、
母
親
と
遊
ぶ

よ
り
も
父
親
と
遊
ぶ
こ
と
を
好
み
ま

す
。
そ
れ
は
体
を
使
っ
た
遊
び
を
し

て
く
れ
る
か
ら
で
す
。

東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

1:.角
E火

肩
車
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
ウ
マ

に
な
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
プ
ー
ル
で

カ
パ
の
背
中
だ
よ
と
い
っ
て
乗
せ
で

も
ら
っ
た
記
憶
を
も
っ
人
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
は
母
親
は

や
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ

ー
ル
や
た
こ
揚
、
げ
に
つ
い
て
も
同
じ

で
す
。
父
親
と
体
を
ぶ
つ
け
合
っ
て

遊
ん
だ
と
い
う
思
い
出
は
、
子
供
の

心
に
い
つ
ま
で
も
残
る
も
の
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
と
い
う
習
慣

は
生
活
に
ゆ
と
り
が
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。
貧
し
か
っ
た
り
、
時
間
に
束

縛
さ
れ
て
い
る
と
で
き
な
い
の
で
す
。

週
休
二
日
制
も
か
な
り
普
及
し
て
き

た
の
で
、
父
親
は
子
供
た
ち
と
時
々

は
体
を
動
か
す
遊
び
を
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

山
歩
き
を
し
て
、
川
の
ほ
と
り
で

斗
」

7
九
d

マヲ

飯
盆
で
ご
飯
を
た
い
て
食
べ
た
り
、

湖
で
ボ

i
ト
を
こ
い
だ
り
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ど
の
父
親
に
も
で
き

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ー
や
ス
ケ
ー
ト
に
行
っ
た
り
、

ヨス
ツキ

む
く
み
が
起
こ
る

病

信一刈

H

む
く
み
H

と
は
、
か
ら
だ
の
皮

下
組
織
な
ど
に
余
分
な
水
が
た
ま
る

状
態
を
い
い
ま
す
。

む
く
み
が
起
こ
る
病
気
の
代
表
は
、

ジ
ン
臓
と
心
臓
。
ま
ぶ
た
か
ら
は
じ

ま
る
む
く
み
は
ジ
ン
臓
の
場
合
が
多

く
、
心
臓
の
場
合
は
身
体
の
下
に
な

っ
て
い
る
方
(
寝
て
い
る
場
合
は
背

中
、
立
っ
て
い
る
場
合
は
足
)
に
む

く
み
が
わ
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
顔
が
む

ト
を
走
ら
せ
る
こ
と
も
す
ば
ら
し
い

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
の
で
き
る
の
は

父
親
も
若
く
、
子
供
が
せ
い
ぜ
い
中

学
校
に
入
る
こ
ろ
ま
で
で
す
。
そ
れ

以
降
に
な
る
と
、
父
親
は
ま
だ
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
て
も
、
子
供
は
友
人
と

や
る
こ
と
を
好
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
父
親
は
、
幼
い
時
に
一
緒

に
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
の
ル

l
ル
や
初

歩
的
技
術
の
手
ほ
ど
き
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

野
球
・
サ
ッ
カ

i
-
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
ラ
グ
ビ

ー
・
相
撲
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
多

く
の
ス
ポ
ー
ツ
の
ル

i
ル
や
基
本
的

く
ん
で
変
形
す
る
の
は
粘
液
水
腫
が

疑
わ
れ
ま
す
。
バ
セ
ド
ウ
氏
病
は
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
過
剰
に
よ
っ
て
お

き
る
病
気
で
す
が
、
粘
液
水
腫
は
不

足
の
状
態
で
お
き
ま
す
。
三
十
歳
か

ら
五
十
歳
く
ら
い
の
女
性
に
多
く
見

ら
れ
ま
す
。

主
に
子
供
の
病
気
で
あ
る
ジ
ン
炎

も
顔
が
む
く
み
、
指
で
押
す
と
へ
こ

み
が
残
り
ま
す
。
粘
液
水
躍
は
押
し

て
も
へ
こ
ま
な
い
硬
い
む
く
み
が
特

徴
で
す
。
妊
娠
中
毒
症
も
全
身
(
特
に

足
)
に
む
く
み
が
お
こ
り
ま
す
。
む
く

み
が
起
き
た
ら
素
人
判
断
を
し
な
い

で
病
院
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

な
こ
と
を
教
え
、
自
分
で
や
ら
な
く

て
も
観
戦
す
る
お
も
し
ろ
さ
を
理
解

さ
せ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
柔
道
や

剣
道
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

余
暇
の
時
間
を
明
る
く
、
気
持
ち

よ
く
楽
し
み
、
人
生
を
豊
か
に
過
ご

す
こ
と
を
教
え
る
の
も
父
親
の
大
切

な
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
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ス
ロ
ー
ガ
ン
募
集

11山川11川11削11川11山i“m川i日削i口川川1“川川11

一
九
八
七
年
は
、
国
連
の
定
め
た

「
国
際
居
住
年
」
で
す
。
世
界
各
国

が
長
期
的
展
望
に
た
っ
て
、
住
ま
い

や
居
住
環
境
の
改
善
を
進
め
る
た
め

の
年
で
す
。
こ
の
年
を
通
じ
て
広
報

等
に
用
い
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
次
の
要

領
で
募
集
し
ま
す
。

@
応
募
方
法

宮
製
は
が
き
一
枚
に
一
作
を
記
入
。

住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
職
業
(
学

校
名
・
学
年
)
を
明
記
の
こ
と

0

・
送
付
先

〒
別
第
二
霞
ヶ
関
郵
便
濁
留
置

建
設
省
国
際
居
住
年
ス
ロ
ー
ガ
ン

募

集

係

@
し
め
き
り

昭
和
六
十
一
年
十
一
月
一
一
一

O
日

@
審
査
及
び
表
彰

お誕生おめでとう

ございます

(9月届出分)

名

信

恵

生

者護保

吉

義

英

孝

好

直

吉

審
査
委
員
会
で
審
査
の
上
、
十
二

月
中
旬
に
入
選
作
品
を
発
表
し
ま

す
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
一
点

建
設
大
臣
賞

二
点

国

土

庁

長

官

賞

二

点

な
ホ
詳
細
等
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
が
せ
は
次
の
と
こ
ろ
へ

。

建
設
省
住
宅
局
国
際
居
住
年
推
進

室

(
8
0
三
!
五
八

O
l
四
一
ニ
一
一

幸

己

出生児氏名

曲山貴浩

添 田 恵

藤 田 龍

図井祐樹

小針加奈

草野弘樹

関根吉博

一
〈
一
生
高
寺
釜

釜

田

川

法

須

ク

須

坊、、
1

損

蒜

小

岩

南

北

四

内
線
六
八
五
)

又
は
、
福
島
県
土
木
部
住
宅
課
企

画
担
当

(
8

0
二
四
五
i

二

一
ー一

一

二

内
線
二
三
八
六
)

五〈審穆A
21〆あ

Zごり
斐ざが
脅し、と
詰ま う
撃 す

おくやみ

申し上げます

(9月届出分)

話

校

喜

徳

号

時

静

朋

安

i

令・

8

5

1

7

年

8

8

8

7

死亡者氏名

味原ツマ

小林喜久野

j頼谷ツル

石森マツヨ

地区

川辺

中

南須釜

山小屋

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
川
辺
の
味
原
静
枝
さ
ん
か
ら

三

万

円

@
川
辺
の
熊
田
常
吉
さ
ん
か
ら

一

万

円

@
北
須
釜
の
榊
枝
正
昭
さ
ん
か
ら

五

千

円

(
社
会
福
祉
協
議
会
)

村のようす
(61年10月1日現在)

7，510人(十 2) 

3，722人(十 4)

3，788人 (- 2) 

d田園圃h

回J1，553戸(十 4) 

11 
2 
3 




